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別
収
集
を
開
始
す
る
前
と
比
べ

て
減
少
し
て
お
り
、
効
果
が
出

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
不
分
別
ご
み
が
集
積
所
に

残
さ
れ
た
際
の
対
応
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
分
別
さ
れ
て
い
な

い
ご
み
は
、
原
則
と
し
て
収
集

は
せ
ず
、
収
集
で
き
な
い
理
由

を
記
載
し
た
啓
発
シ
ー
ル
を
貼

り
、
排
出
者
に
適
正
な
分
別
を

促
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
一
定

期
間
残
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
収
集
業
務
課
が
状
況
を
確

認
し
、
排
出
物
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
啓
発
や
調

査
、
排
出
者
へ
の
指
導
を
組
み

合
わ
せ
、
適
正
排
出
の
促
進
に

努
め
て
い
く
。

問
　
本
市
の
自
治
会
へ
の
加
入

率
は
62
・
２
％
と
低
下
し
て
い

る
が
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

全
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。
現

状
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
や
清
掃
は
、
自
治
会
の
役
員

が
担
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
は

市
全
域
で
戸
別
収
集
が
実
施
さ

れ
る
が
、
資
源
や
不
燃
ご
み
の

集
積
所
の
管
理
は
次
の
課
題
と

考
え
る
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
活
用
も
含
め
、
市
は
政

策
的
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺

う
。

環
境
部
長
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
管
理
は
、
自
治
会
・

町
内
会
役
員
の
尽
力
に
よ
り
支

総
括

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
13
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

清
風
ク
ラ
ブ

問
　
平
塚
市
民
病
院
は
、
令
和

４
年
度
末
に
約
57
億
円
あ
っ
た

現
金
預
金
が
、
７
年
度
末
に
は

約
18
億
７
千
万
円
ま
で
減
少
し

た
。
経
営
収
支
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

病
院
事
業
管
理
者
　
７
年
度
は

診
療
単
価
が
増
加
し
、
過
去
最

高
の
医
業
収
益
と
な
っ
た
が
、

人
件
費
や
物
価
高
騰
に
よ
り
、

約
６
億
６
千
万
円
の
純
損
失
と

な
っ
た
。

問
　
安
定
し
た
病
院
経
営
を
継

続
す
る
た
め
に
、
最
低
限
確
保

す
べ
き
現
金
預
金
残
高
を
伺

う
。

病
院
事
業
管
理
者
　
最
低
限
必

要
な
現
金
預
金
残
高
は
、
18
億

円
程
度
と
考
え
て
い
る
。

問
　
平
塚
市
民
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
で
設
定
さ
れ
て
い
る
Ｋ

Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
効
果
や

成
果
が
出
て
い
る
が
、
経
営
改

善
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
経
営
収
支
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
想
定
を

上
回
る
人
件
費
や
物
価
高
騰
に

よ
り
、
費
用
面
が
計
画
時
よ
り

も
上
昇
し
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
上
回
っ

て
も
営
業
収
支
が
悪
化
し
て
い

る
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
見
直
し
は
実
施

し
な
い
が
、
単
年
度
予
算
に
反

映
さ
せ
、
収
支
改
善
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
　
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
最
重

点
指
標
で
あ
る
新
入
院
患
者
数

は
、
7
年
度
の
目
標
を
３
３
０

人
下
回
り
、
前
年
度
か
ら
も
１

６
０
人
減
少
し
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
原
因
を
分
析
し
た

の
か
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
短
期
間

の
入
院
は
、
日
帰
り
手
術
に
移

行
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
入
院

を
要
し
た
白
内
障
の
手
術
な
ど

は
、
７
年
度
か
ら
外
来
に
移
行

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
医
師

の
増
減
や
救
急
搬
送
件
数
の
減

少
が
生
じ
て
お
り
、
多
角
的
に

分
析
し
て
い
る
。

問
　
病
床
利
用
率
の
向
上
に
つ

い
て
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
現
在
の

利
用
率
は
低
い
と
認
識
し
て
い

る
。
黒
字
経
営
に
す
る
た
め
に

は
、
病
床
の
高
回
転
と
高
稼

働
、
診
療
実
績
に
よ
る
高
単
価

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
患
者
の

退
院
後
、
す
ぐ
に
新
し
い
入
院

患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

強
化
し
た
い
。

問
　
８
年
度
、
９
年
度
の
病
床

利
用
率
の
目
標
値
設
定
に
つ
い

て
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
現
在
の

経
営
強
化
プ
ラ
ン
は
９
年
度
ま

で
の
設
定
に
な
っ
て
お
り
、
病

床
利
用
率
の
設
定
は
な
い
が
、

新
年
度
予
算
で
は
設
定
を
し
、

次
期
計
画
の
策
定
で
も
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
　
労
働
生
産
性
向
上
を
Ｋ
Ｐ

Ｉ
に
導
入
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
今
後
は

Ｄ
Ｘ
の
導
入
も
含
め
、
次
期
計

画
に
取
り
入
れ
、
職
員
の
生
活

の
質
も
向
上
す
る
よ
う
、
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
９
年
度
の
目
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
１
０
０
％
の
達
成

に
向
け
、
新
入
院
患
者
数
、
病

床
利
用
率
、
診
療
単
価
、
費
用

抑
制
を
数
値
化
し
た
経
営
改
善

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

病
院
事
業
管
理
者
　
給
与
や
材

料
費
な
ど
の
支
出
の
上
昇
は
、

診
療
報
酬
で
賄
え
る
範
囲
を
超

え
て
い
る
。
適
切
な
医
療
を
提

供
し
、
経
営
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

問
　
赤
字
を
補
填
し
続
け
る
こ

と
が
、
市
民
病
院
を
守
る
こ
と

で
は
な
い
。
必
要
な
医
療
を
維

持
し
、
提
供
で
き
る
経
営
体
質

を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
市
民
病
院
は

市
民
の
生
命
を
守
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も
連

携
を
密
に
し
、
必
要
に
応
じ
て

支
援
し
て
い
く
。

▼
そ
の
ほ
か
の
質
問
　
健
全
な

財
政
運
営　

防
災
減
災
対
策
の

強
化　

平
塚
駅
周
辺
地
区
の
ま

ち
づ
く
り　

平
塚
市
美
術
館
大

規
模
改
修
工
事

自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り

問
　
令
和
８
年
４
月
に
一
部
改

正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
に
よ

り
、
自
転
車
の
交
通
違
反
に
交

通
反
則
通
告
制
度
（
青
切
符
制

度
）
が
導
入
さ
れ
た
。
本
市
の

自
転
車
に
対
す
る
一
方
通
行
規

制
解
除
の
状
況
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
神
奈

川
県
警
察
で
は
、
特
別
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
き
原
則
と
し

て
、
規
制
対
象
の
車
両
か
ら
自

転
車
を
除
く
方
針
が
公
表
さ
れ

て
い
る
。
本
市
の
状
況
を
平
塚

警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
平
塚
駅
周
辺
か
ら
順
次
、
規

制
対
象
か
ら
の
除
外
を
進
め
て

い
く
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

問
　
自
転
車
の
利
用
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
の
啓
発
に
取
り
組
み
、

交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
と
現
状
の
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
本
市

の
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
件

数
は
着
実
に
減
少
し
て
い
る

が
、
15
歳
か
ら
19
歳
の
年
齢
層

の
ほ
か
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
よ
る
交
通
事
故
が
多
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
、

ル
ー
ル
の
遵
守
や
マ
ナ
ー
向
上

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

生
か
し
、
継
続
し
て
啓
発
活
動

に
努
め
て
い
く
。

ご
み
の
取
り
組
み

問
　
可
燃
ご
み
戸
別
収
集
の
効

果
と
課
題
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
本
市
は
社
会
実
験

を
経
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
一

部
の
地
区
に
お
い
て
戸
別
収
集

を
実
施
し
、
９
年
度
ま
で
に
市

内
全
域
に
拡
大
す
る
計
画
で
あ

る
。
戸
別
収
集
へ
の
移
行
直
後

は
、
収
集
時
間
が
安
定
す
る
ま

で
に
一
定
期
間
を
要
す
る
こ
と

な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
本
市

の
可
燃
ご
み
の
収
集
量
は
、
戸

え
ら
れ
て
い
る
。
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

最
終
的
に
は
地
域
が
役
割
を
担

う
こ
と
に
は
変
わ
ら
ず
、
担
い

手
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
も
知
り

得
た
情
報
は
地
域
に
伝
え
、
住

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
知
恵

を
絞
っ
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
令
和
９

年
度
農
林
施
策
な
ど　

消
防
救

急
の
取
り
組
み　

マ
ン
ホ
ー
ル

の
活
用　

自
治
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

暮
ら
し
と
私

諸
伏 

清
児 

議
員

平
塚
市
民
病
院
の

経
営
改
善
に
つ
い
て数

田 
俊
樹 

議
員

不分別ごみ

市議会に関する情報は、
市議会ホームページから
ご覧になれま
す。

市議会ホームページ

　議会では他自治体の先進事例を研究するため、行政視察を実施し
ています。６月定例会及び９月定例会で承認を得た次の委員会が、
閉会中に行政視察を行いました。

●兵庫県芦屋市…議会改革の取組について
●大阪府堺市…議会改革の取組について

議会運営常任委員会（10月21日～10月22日）

●三重県四日市市…ふるさと応援寄附金について
●広島県福山市…ばらのまち福山について

総務経済常任委員会（８月６日～８月７日）

●新潟県見附市…スマートウエルネスみつけについて
●長野県佐久市…地域医療体制について

環境厚生常任委員会（７月22日～７月23日）

●福島県二本松市…二本松市小中一貫教育
●宮城県白石市…英語特区の推進と英語教育の充実について

教育民生常任委員会（８月５日～８月６日）

●三重県志摩市…�最先端救助支援システム「３ｒｄ－ＥＹＥ」の取組
について

●三重県桑名市…ＭａａＳ推進の取組について

都市建設常任委員会（７月30日～７月31日）

※�詳しい視察内容を記載した報告書は、市庁舎８階の議会図書室や�
５階の市政情報コーナーでご覧いただけます。

行政視察の報告●委員会の活動●


